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論 文 内 容 の 要 旨

ビワクソショモウは淡水に浮遊するプランクトンで, 緑藻網クロロコッカス日アミミドロ科に属する｡

2m(4,8,16,32,あるいは64)個の細胞が, 平面的に対称性の高い勲章様の形に連結 したパターンを形成し

ている｡ この形が形成される過程を詳細に観察 し, その形成のメカニズムについての新 しい考え方を提出

したのが申請者の主論文である｡

申請者は琵琶湖から採集したビワクソショウモを培養 し, その1 個体から出発した株を得ることに成功

した｡ この株について, 増殖過程 (無性生殖) とパターン形成を詳しく観察 し, 多数の観察結果に基づい

て, 次のような推論を提示 している, まず, 親の個体を形成している成熟細胞が細胞表面の蓋をあけ, そ

こから細胞内の内容物が誘明な袋につつまれて外に出る｡ 袋の中にある球形の 2n 個の遊走子はベン毛に

よって激 しく泳ぎはじめる｡ 球状の遊走子は, その赤道上に機能的部位として2つのC一点と, 1つのH一

点をもつと推測される｡ 袋の中で激 しく動いていた遊走子は, その透明な袋が立体的なほぼ球形であるの

にかかわらず, しだいに平面に配列する｡ そして C一点同志が接着 しはじめて遊走子のじゆず状の連なり

ができ, それが何重かの同心円や渦巻状に配列するようになる｡ こうして連なった遊走子は H 一点が外に

ベン毛が内に向いている｡ やがて, 遊走子の動きはとまって, H 一点がとがった三角形になる｡ この時期

にH 一点が他の遊走子に接触すればこの遊走子は三角細胞に成長するし, 接触しなければH 一点はとんがっ
●○ ●●

たつのになってつの細胞たなる｡ このようにして, ビワクソショウモの見事なパターンが形成されていく

過程を詳細な観測によって朗らかにしている｡

さらに申請者は, 3次元的に激しく運動していた遊走子が, 平面上に配列する過程に着目し, これが外

界からの全体的な規則によるものでなく, 遊走子がその赤道上に弱い親和性をもつことを仮定すれば説明

できる現象であることを, 計算機によるシミュレーションによって示している｡

申請者は, これらの事実の上に立って, 生体の全体としての形は, 遺伝子によって直接税定されるので

はなく, 遺伝子は単にその要素の性質のみを規定していて, その結果として形態形成の過程が決まるのだ

- 98 -



という, 形態形成に関する原則的な主張を与えようとしている｡

参考論文は, 樹木の形に関する計算機シミュレーションを用いた解析で, 枝の長さと, 分岐角について

の情報だけでどれだけのパターンの多様性が得られるかを詳しく調べた報告, さらに一般的に形態形成の

メカニズムを申請者の立場で議論したものの他に, 分子生物学に関連した実験の論文がある｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

ビワクソショウモは緑藻の一種で, 2n (4,8,16,32,あるいは64)個の細胞が, 極めて対称性の高い表面

的な配置をとってたがいに連結し, きれいなパターンを形成している｡ 申請者は, 琵琶湖で採集したビワ

クソショウモを培養し, その1個体から出発した株を得ることに成功して, その株について増殖過程 (無

性生殖) とパターン形成を詳しく観察し, 多数の観察結果に基づいて, そのパターン形成のメカニズムに

ついて新しい考え方を提出した｡

透明な袋の中につつまれて, 成熟した親細胞から出てきた 2n 個の遊走子が, 袋の中で激しい運動をし

ながら次第に- 平面上に渦状あるいは同心円の形に配列し, つぎに個々の遊走子がそれぞれ三角細胞ある

いはつの細胞に成長して, 全体として勲章様のパターンを形成する過程が, 遊走子のもついくつかの特性

を一仮定することによって完全に説明できる可能性があることを, 計算機シミュレーションも参考にして明

らかにしようとしている｡ すなわち, 遊走子の赤道上に弱い親和性があることと, 赤道上に機能部位とし

て2つのC一点 (接合点) と1つのH一点 (つの点) があるとすれば, 遊走子のベン毛の存在も考えて, こ

の過程がうまく説明できることを示している｡

この研究は, 遺伝子は単にその構成要素の性質のみを規定していて, その結果として形態形成の過程が

決まるのだという, 形態形成に関する計算機実験による解析とともに, 申請者が生体糸の高次レベルでの

形態形成についてのす ぐれた卓見と, 研究能力をもつことがうかがわれる｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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